
【はじめに】敗血症に罹患した患者の末梢血塗抹標本では、

好中球の中毒性顆粒や空胞化などの退行性変化を認め、こ

れらの変化は敗血症の診断的価値の高い所見として知られ

ている。今回、好中球の空胞化に着目し、好中球活性化マ

ーカーを用いたフローサイトメトリー分析の結果と空胞変

性の関連性について検討を行なった。

【対象・方法】 好中球の退行性変化の観察は、炎症性変化
を伴う 20症例を対象とした（平均±SD　CRP：
15.21±8.97mg/dL、WBC：17.6±10.2×103/μL）。フローサイ
トメトリー（FCM）は、CD14-PE、CD63-FITC、CD69-
PC7、MPO-PE、SYTOX-Greenの抗体を用いて好中球をタ
ーゲットとして分析を行なった。FCM分析は健常人からヘ
パリン採血を行い、全血を PMA100nM（最終濃度）で 2時
間刺激を行った。その後モノクローナル抗体で反応させ、

FCM分析を行なった。FCMは FACSVerseを用いた。

【結果】 1)好中球の退行性変化の観察では、全ての症例で
空胞変性を有する好中球が 50%以上観察されたが、CRP値
とは相関しなかった。空胞は小空胞からやや大型の空胞な

ど、大小不同を呈する細胞も存在した。2)健常人の血液を
用いて好中球を PMAで活性化させて、FCM分析を行なっ
た。PMA未刺激では CD14：1.0%、CD63：4.1%、CD69：
3.3%であったが、刺激後 2時間経過すると CD14：30.5%、
CD63：34.6%、CD69：33.6%と全ての抗体で発現強度の増
加が観察された。また、同検体で血液塗抹標本を観察した

ところ、好中球の空胞変性が 50%以上認められた。

【考察】 炎症性変化を伴う好中球の変化として、空胞変性
が多く見られた。空胞変性は好中球の活性化を表す変化と

考えられた。
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